
牧港補給地区
（北側進入路）

凡例
：速やかに返還（65ha）
：県内で機能移設後に返還（841ha）
：海兵隊の国外移転後に返還（142ha＋α）

合計：1,048ha＋α

10ha

62ha

52ha

5ha

23ha

2ha

1ha

481ha

56ha

142ha

16ha

129ha

嘉手納飛行場以南の土地の返還嘉手納飛行場以南の土地の返還

2022年度
又はその後

2014年度
又はその後

2019年度
又はその後

2024年度
又はその後

2024年度
又はその後

2022年度
又はその後

2013年度
又はその後

2014年度
又はその後

2025年度
又はその後

2028年度
又はその後

キャンプ瑞慶覧
（西普天間住宅地区）

キャンプ瑞慶覧
（追加的な部分）

キャンプ瑞慶覧
（インダストリアル・コリドー等）

キャンプ瑞慶覧
（施設技術部地区内の倉庫地区の一部等）

キャンプ瑞慶覧
（ロウワー・プラザ住宅地区）

キャンプ瑞慶覧
（喜舎場住宅地区の一部）

牧港補給地区
（残余の部分）

2024年度
又はその後

2024年度
又はその後

那覇港湾施設

牧港補給地区
（第５ゲート付近の区域）

キャンプ桑江

2025年度
又はその後

68ha
陸軍貯油施設

第１桑江タンク･ファーム

普天間飛行場

牧港補給地区
（倉庫地区の大半を含む部分）

注１： 時期及び年は、日米両政府による必要な措置及び手続の完了後、特定の施設・区域が返還される時期に関する最善のケースの見込みである。これらの時期は、沖縄における移設を準備するための日本国政府の取組の進展、
及び米海兵隊を日本国外の場所に移転するための米国政府の取組の進展といった要素に応じて遅延する場合がある。さらに、括弧が付された時期及び年度は、当該区域の返還条件に海兵隊の国外移転が含まれるものの、
国外移転計画が決定されていないことから、海兵隊の国外移転に要する期間を考慮していない。従って、これらの区域の返還時期は、海兵隊の国外移転の進捗状況に応じて変更されることがある。

２： 各区域の面積は概数を示すものであり、今後行われる測量等の結果に基づき、微修正されることがある。
３： 追加的な返還が可能かどうかを確認するため、マスタープランの作成過程において検討される。

αha 注３


